
身体に沿う、このかたち。
その素材は、海から回収された
漁網から生まれています。
1885年、明治18年。兵庫県豊岡の地で「服部」は産声をあげました。
以来140年近くにわたり、私たちは鞄作りの伝統を守り続けてきました。
しかし、伝統を守るだけでは、未来への責任を果たすことはできません。
海洋プラスチック問題が深刻化する今、私たちは新たな挑戦を始めました。
深刻な環境問題である海洋プラスチック問題。自然分解されず海を漂い、
生態系へ悪影響を及ぼします。中でも日本の海洋ごみの重量約4割を
占めるのが「廃漁網」。これを廃棄せず資源として循環させることで、
美しい海を守ります。廃魚網を再生した素材と、140年の職人技の融合。
それが、KANEDAITOの「廃魚網 リサイクル ショルダーバッグ」です。

140
年の歴史を持つ
服部の伝統

海洋プラごみに占める
魚網の割合

40%約

美しい海を次世代へ。
背負うことで協力できる環境保全
海を纏う。美しく強靭な「廃漁網」再生ナイロン
海に流れ出た漁網を回収し、もう一度ナイロン生地として生まれ変わらせました。
役目を終えた素材を、日常の道具として使う取り組みです。

※1 海洋プラスチックごみの約40％が漁網由来といわれています。

※1

選ばれし証。「豊岡鞄®」認定の確かな品質
「豊岡で作られた」というだけでは、「豊岡鞄®」を名乗ることはできません。合格
率約5割という極めて厳しい審査（素材、縫製、耐久性など7つの基準）をクリア
した製品だけが、この称号を得ることができます。保証された品質は、長く愛用
する道具としての信頼の証。使い込むほどに、その堅牢さと丁寧な仕事ぶりを実感
していただけるはずです。

創業1830年。「服部」が誇る140年の歴史と革新
製造元である「服部」は、江戸時代（天保元年）に誕生して以来、豊岡鞄の長い
歴史を受け継ぐ存在です。かつて柳行李を「鞄」へと進化させ、常に時代の最先端
を切り拓いてきました。その最上級フラッグシップブランド「KANEDA ITO
（カネダイト）」の名を冠するこのバッグには、目に見えない裏側の縫い目ひとつ
にもズレを許さないという、職人の執念にも似たプライドが宿っています。　

「豊岡鞄®」認定製品
豊岡鞄は、日本有数の鞄の産地  豊岡の地域ブランド。
素材や縫製、耐久性など7つの基準による厳しい審査に
合格した製品だけが、豊岡鞄®の認定を受けています。

フラッグシップブランド「KANEDAITO」
服部の鞄は、創業から約140年にわたる歴史で培われた
技術力に支えられています。伝統技術を基盤とし、現代
に合わせた革新的なものづくりに挑戦し続けます。



株式会社 服部
〒668-0022 兵庫県豊岡市小田井町13 -25
TEL：0796-22-6161

株式会社 服部 東京支店
〒111-0052 東京都台東区柳橋2-4-3
TEL：03-5829-8315

ブランド
シリーズ
モデル
型番
価格
外寸
重量
容量
素材
生産
カラー

KANEDAITO（カネダイト）、豊岡鞄®
RVK
ショルダーバッグ Sサイズ
56-1010
20,900円（税込）
横30×縦20×奥行10cm
450g（本体のみ）
4.5L
290オーシャンボヤージュ、244 エコロンツイル、牛革
日本製（豊岡製）
ベージュ
グレー
ブルー

BE（17）
GY（18）
BL（24）

4514082072924
4514082072931
4514082072948

ブランド
シリーズ
モデル
型番
価格
外寸
重量
容量
素材
生産
カラー

KANEDAITO（カネダイト）、豊岡鞄®
RVK
ショルダーバッグ Mサイズ
56-1011
23,100円（税込）
横37×縦26×奥行10cm
610g（本体のみ）
7L
290オーシャンボヤージュ、244 エコロンツイル、牛革
日本製（豊岡製）
ベージュ
グレー
ブルー

BE（17）
GY（18）
BL（24）

4514082072658
4514082072665
4514082072672

海から生まれ変わる、その背景。
廃魚網リサイクルナイロンと姫路 たつのレザー
「リサイクル素材＝安っぽい」という固定観念を覆す、海面の白波のような美しい光沢を持つ
高密度ツイル。日本を代表する革の産地、姫路龍野で丁寧になめされた上質な本革。使い込
むほどに味わいがまします。

日本海にそそぐ円山川から着想した流線型フォルム
デザイナーが豊岡を流れる「円山川」から着想を得た、柔らかな曲線デザイン。背中側に向けて
斜めに取り付けられたショルダーベルトと、計算された台形のフォルムが、身体の曲面に驚くほど
自然にフィットします。散歩や旅行中、荷物の重さを感じさせない「リラックス」できる背負い心
地を追求しました。

ストレスフリーな使い勝手
開口部は丸みを帯びたラインで大きく開き、荷物の出し入れがスムーズ。軽量でありながら
適度な柔軟性を持ち、街歩きから自然の中でのウォーキングまで、あらゆるシーンに馴染みます。

このショルダーバッグのカラーは、鞄作りのルーツである豊岡の自然と環境その
ものです。デザイナーが日常のウォーキング中に五感で捉えた情景をモチーフに、
丁寧に配色されました。
豊岡を流れる円山川の雄大さを映す「リバーブルー」をはじめ、力強い草木の
生命力を表す「グラスグリーン」、朝霧が立ち込める幻想的な「ミストシルバー」
など、自然の息遣いを感じるカラーを配色。そして、全ての色のステッチには、
豊岡の肥沃な大地をイメージしたベージュ色を採用しました。
これは、自然との調和を常に意識し、持つ人がリラックスできるような、深みのあ
るカラーリングを追求した結果です。都会の喧騒から離れ、自然の中を散策する
大人の休日に、静かに寄り添います。

国内最大級の鞄の産地「豊岡」の情景を映したカラー


